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令和６年度 第２回 みんなで支える森林づくり佐久地域会議 会議録 

１ 開会 

２ あいさつ 

本日は令和６年度第２回みんなで支える森林づくり佐久地域会議を開催し

たところ、お忙しい中ご参加をいただきましてありがとうございます。 

皆様には、日頃から県の林務行政の推進にあたりまして、格別なご理解と

ご協力、ご支援を賜り厚く御礼申し上げます。 

今回の会場は昨年度、森林税を活用した事業であります「あたりまえに木

のある暮らし推進事業」で内装木質化を実施しました株式会社マルオカ様あ

さま工場の会議室をお借りして開催しております。 

この会議室では、床下地を認証合板で補強し、その上に地元産のカラマツ

で床を仕上げております。カラマツ材の肌触りや香り、また見た目の美しさ

を感じていただける施設になっていると思います。 

森林税では主伐・再造林の推進とともに多くの方が利用する施設の木造木

質化等、木材を積極的に使い、森林資源の循環利用の推進に取り組んでおり

ます。 

今回森林税のメインテーマであります主伐・再造林につきましては、基本

方針で５年間に概ね 1,900㏊の再造林を目標として取り組んでおりますが、

佐久地域は目標達成の牽引役ということで、県下でも一番主伐・再造林が進

んでいる地域となっております。 

本年度の状況をご報告しますと、少し予算の影響がございまして昨年度よ

り主伐・再造林の実績は減少しているという状況でございます。 

来年度以降は更に主伐・再造林が進むますように取り組んでまいります。 

また、本年度は森林税の使い道等について県民の皆さんの認知度を高める

ために、林務課では「週刊さくだいら」に広報記事を掲載するとともに、地

域の植樹祭ですとかウッドチェンジ関連のイベントとして本年度開催しまし

た「木になる広場小海」といったイベントで森林税の広報を積極的に行って

まいりました。 

今後とも広報には力を入れてまいりますので、委員の皆様からも効果的な

方法等ございましたらぜひ協力いただければ幸いでございます。 

本日は、森林税事業として取り組みます開かれた里山の整備に係る事業計

画につきまして、北相木村木次原地区の計画を議題とさせていただくほか今

年度の森林税活用事業の実績等についてご説明させていただきます。 

皆様におかれましては、各議題について忌憚のないご意見をお願いしまし

て、簡単ではございますが、開会の挨拶とさせていただきます。 

本日はよろしくお願いいたします。 
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３ 会議事項 

（進行役） 

（１）「開かれた里山の整備・利用計画」について、事務局から説明をお願いし

ます。 

（事務局） 

資料 1により「開かれた里山の整備・利用計画」について、概要説明。 

（木次原地区里山整備利用推進協議会代表） 

・今回の事業の内容として、当該地域のキャンプ場を閑散期の利用とリピー

ターの増加を図り、魅力的な体験を提供するという事業内容になります。 

・具体的な事業内容として、フィールドワークと適切な管理のなかで実際に

伐った立木や枝、倒木を使って安全なサンダー（ヤスリ）を使った木工体

験を行いたいと考えています。 

・その他にも周辺の森林から採取した枝や葉、花からアロマ蒸留器を使った

精油の製作体験を行う。 

・今回、体験に対して企業団体の誘致を行い、主に専門学校の合宿、都市部

のお店と交流しながら、商品製作等を行っていきたいと思います。 

・効果としては、近年の環境意識の高まりとともに、エコキャンプや持続可

能なキャンプ場としての里山の運営を行えると考えています。 

・この事業により自然環境の向上や、地域の生態系に配慮されることが期待

され、また、都市部からの来訪者にとって自然の中での活動は、都市生活

では得られない体験であり里山をより身近な存在に感じることが出来ま

す。そしてこれらの事業により、里山の持続可能な利用の創出、自然環境

への地域のブランド化、施設利用増加による地域活性化、雇用創出、地域

住民や観光客が集まれる場所づくり、地域情報の発信、これらの効果が相

まって、地域の発展に貢献するだけでなく、経済的、社会的、環境的な視

点からも有益な事業を目指したいと思ってます。以上です。 

（事務局）補足説明 

・キャンプ場（北相木村長者の森）の施設で閑散期にイベントを企画して、 

都会の企業・団体に木工体験等を通して里山を利用していただき、地域 

材を使って何か商品開発に繋がるようなヒントが得られればと考えており 

ます。 

・今回、新たに開かれた里山の事業で都市の方々のアイディアを入れなが 

ら、地域材の活用の取組みを行う計画についてアドバイスいただければと 

思いますので、よろしくお願いいたします。 
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〇質疑等 

（進行役） 

事務処理要領で定義されている内容が加味された計画となっているかを観点 

にご意見、ご質問をお願いします。 

（構成員） 

・説明のなかで「エコキャンプ」とありますが、どのようなもので、今回の

キャンプ場のアピールする点は何ですか。 

（協議会代表） 

・体験をとおして、木育を中心に木を利用して知ってもらい、楽しんでもら 

うことが他キャンプとは違う。サンダー（ヤスリ）を使うことは一番身近 

で磨いたあと十分綺麗に使えるものになる。この辺から実際使って家庭と 

かいろいろできるように感じてもらえば、エコに通じることになるのでは 

ないか。 

（構成員） 

・ヤスリを使って、最終的にはどんななものができるのですか。 

（協議会代表） 

・一輪挿しとか箸置きとか、今、具体的に持ってきたものもあるのでお見せ 

してもよろしいですか。試作品ですが、これは、サンダーで簡単にできる

ものばかりで実際に落ちている材で作っています。手軽に作ってもらいた

い。これは、雑木で森の中にあるサクラとカエデ、箸置きであれば、端材

もどんどん出てくるので、これは実際に店舗に置かせてもらって、お店の

方の販売を利用して、簡単に作れて、安全という部分でナイフを使って作

るのは大切だと思うんですけど、なるべく簡単に安全な良いものを作って

持ち帰れるようになればと思います。（構成員へ試作品を手回し） 

（進行役） 

他に何かありますか。 

（構成員） 

・定義の方で、健康づくりということがありますが、北相木の診療所の先生 

から話しを聞いたことがあるので、健康づくりについて何か診療所と一緒 

に取組みをするのですか。 

（協議会代表） 

・先生と一緒に活動したこともあるが、高齢のため外での活動は少し難しい 

と言われている。また、話をしてみたいと思う。 

（構成員） 

・計画の中で里山の整備が 0.1haとあるが、面積的に少ないと感じる。どの 

ような計画を考えているのか。 
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（協議会代表） 

・キャンプ場の中に広大な森林があるが、安全に作業を行うことができるの

はこの程度かと思う。具体的に作業をしている規模から考えたことと、プ

ロと一緒に作業しないので適当な規模だと思う。 

（構成員） 

・体験作業で材料を採るための範囲ということですね。 

（協議会代表） 

・林地残材プラス山から採取したものから木工品を作成するものです。 

（構成員） 

・構成員は何名いるのか。 

（事務局） 

・現在、６人が構成員となっている。 

（進行役） 

他に質問がないようですので、皆様から頂いたご意見を基にして、県で計

画承認としたいと思います。どうもありがとうございました。 

 

（進行役） 

（２）「令和６年度森林づくり県民税活用事業について」事務局より説明をお 

願いします。 

（事務局） 

資料２令和６年度森林づくり県民税活用事業実績（見込）について説明 

〇質疑等 

（構成員） 

・２ページにある再造林省力化モデル推進事業ですが、事業面積がどのぐら

いなのか、あとレンタル費用はどのくらいか。 

（事務局） 

・面積は、地拵えが 4.36ha、下刈りが 7.5haとなっています。 

・事業費は全てレンタル費用で、地拵え機械が 204万円、下刈機械が 100万

円となっています。 

（構成員） 

・５ページ、あたりまえに木のある暮らし推進事業について、今年度の実施

箇所はどのように県民に利用してもらう施設か。 

（事務局） 

・今年度の補助対象は歯科医院で、一般の患者さんが利用される施設で補助

対象としては一般的です。 
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・内装材は来客から見えない部分は補助対象外ですが、構造材についてはそ

の施設全体が補助対象になります。 

（構成員） 

・カフェとかそういうもので OKですか。 

（事務局） 

・カフェとかショップ等 OKです。ただし市町村有施設は対象が限定されま

す。民間事業者の店舗でしたら申請いただけます。 

（構成員） 

・９ページにイベント開催について記載があるが、何名参加されたのか。ま

た、以前、地域の木を使って椅子をつくるイベントがあった。今でも大事

に使っているので、地域材を使って地域の思いが伝わるようなイベントが

あればいいなと思います。 

（事務局） 

・「木になるひろば小海」は約 300名。「佐久地域森林祭」は約 230名の方

に参加頂きました。 

（構成員） 

・１ページに関連して、知人の一族で森林を所有していて、植えてから何十

年も経ったので、伐って、売って、新たに植え、収益は分配して補助金も

あってなんとか採算がとれたようですが、林業の現状はどうでしょうか。 

（事務局） 

・カラマツ材がここのところ高値となっている。主伐には補助金は出ない

が、伐採後に木を植えるところには補助金が要件に合えば 10/10、県で定

めた標準価格は 100%支払いできるような制度もあります。 

今、カラマツを売って、林業としてある程度の売上が手元に残るような状

況です。 

・10年ぐらい前は非常に厳しかったんですけど、今は主伐をして材を売って

ある程度手元に残るような形で経営ができている状態です。 

ただし、小さい面積は、伐採する機械を入れたりすると赤字になる場合が

あります。大体 3ヘクタールぐらいの主伐の規模が多い状況です。 

（構成員） 

・６ページの森林サービス産業活動支援事業について、平尾の森のセラピー

ロードの修繕とあるが、事業は完了しているのか。 

（事務局） 

・今年度については、先日、市役所の方から連絡があり、事業完了しました

と報告を受けています。 
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・ただ、セラピーロードの全線を修繕したわけではなくて、そのうちの一部

だけ修繕した。来年度は市から要望が無かったが、順次修繕していけるよ

う指導しているところ。 

（進行役） 

立科町では、町有林を伐採して町営住宅を建設したと聞いているが、取組み

についてお聞かせください。 

（構成員） 

・７ha程度伐採を行って、住宅建築を行いたかったのだが、耐久性等テスト

の結果、柱では使えないが家具材での利用は可能との結果となった。今後

も町有林の材を活用したいと考えている。 

（構成員） 

・森林税活用事業で、観光地の景観整備について、同じ場所は出来ないと聞

いているが、更に伐ることは出来ないか。 

（事務局） 

・整備を行った同一箇所を更に整備することは要領上認められない。整備箇

所を変えて実施すれば可能となる。 

（構成員） 

・８ページで被害木処理とあるが、松くい虫の被害木ということですか、南

佐久ではどこまで被害がでているのでしょうか。 

（事務局） 

・被害は佐久穂町までです。佐久穂町で止まっている状況となっています。 

（構成員） 

・林務関係の担当ではないので、森林税を徴収されているという実感がな

い。広報を様々行ってるとのことですが、市町村でも広報をしていかなけ

ればと感じた。 

（事務局） 

・森林税の広報が課題と認識しているので、今後も取組んでいきたい。 

（構成員） 

・八千穂レイクの周りに小さな苗木が植えてあるのを見た。森林税の森とい

うような、木を植えられるような場所があればと思います。 

（事務局） 

・佐久地域森林祭という植樹祭を毎年開催して、一般の方も募集している。 

（構成員） 

・森林づくり県民税活用事業の一覧に、建設部が実施する河川沿いの支障木 

等伐採がある。事業費的にどのくらいか教えてほしい。 
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（事務局） 

・建設部が実施している事業で、今年度全県で 4,000万円の事業費を予定し

て、うち佐久地域では３河川で 720万円の事業費を予定している。 

（構成員） 

・河畔林整備が必要な場所が多くあるので、事業規模を聞いて参考とさせて

頂きます。 

（構成員） 

・１点目は、開かれた里山の整備・利用計画について、費用が 200万に対し

て資料が少ないと感じた。昨年度の計画では、見積書があったと思うの

で、添付してほしかったことと、図面の縮尺が大きすぎるので、どこで活

動するのか分かる図面を添付してほしい。 

・２点目は、今年のみどりの大使が、佐久穂町出身の方で、佐久穂町で行っ

ているキャリア教育の 1期生と聞いている。その時の経験を良く覚えてい

ると言っていたので、キャリア教育（森林林業体験学習）がみどりの大使

になることに繋がったことから、良い取組みを行っていると感じた。森林

税の活用も森林教育に力を入れて行けば良いと思います。 

（構成員） 

・みどりの大使が佐久穂町出身ということで、３月に知事を表敬訪問すると

聞いている。佐久地域の森林の PRにもなると思いますので、大使を通じて

情報発信してほしいと思います。 

 

 以上 

 


